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生徒関係内規 

○ 一般的事項について 

１ 出欠席 

⑴ 出欠席は、ホームルーム時間と各授業時間ごとに調査する。 

⑵ 欠課とは、授業１時間全部を欠いた場合をいい、遅刻、早退は授業時間についていう場合と、

１日についていう場合とがある。 

⑶ 皆勤とは、在学中欠席・欠課・遅刻・早退共に皆無であることをいう。 

⑷ 忌引日数（期間）は次の通りである。 

父母について ７日 

祖父母又は兄弟姉妹について ３日 

曾祖父母又は伯叔父母について １日 

⑸ 早退・遅刻・欠課の場合は、ホームルーム担任に届け出る。日課終了前の外出もこれに準ずる。 

⑹ いずれの場合もあらかじめわかる場合は事前に届け出る。やむを得ない場合は出校と同時に届

け出る。 

⑺ 教科外活動及び規定日数内の入学試験、就職試験等による欠席、欠課の場合は、事前に関係職

員を通じ、規定の書式により学校長の許可を得て、ホームルーム担任に届け出る。この場合は公

欠とする。 

⑻ 以上に要する届出用紙は、ホームルーム担任よりもらい、それにより規定の手続きをとる。 

２ 集  会 

⑴ 校内外で集会するときは顧問教師の指導のもとに規定の用紙で指導部に届け出て、学校長の許

可を受ける。ただし、平常の生徒会関係の集会は含まない。 

⑵ 使用する教室、その他については関係教師の了解を得る。 

⑶ 他校生徒を含む集会の場合は学校長の許可を受け他校交渉の手続きを経た上で行う。 

３ 他校交渉 

⑴ 他校の生徒会・部・委員会等と交渉をもつときは、学校長が相手校校長に交渉する形をとる。 

⑵ この場合の書式等については、顧問教師の指導を受ける。 

４ 出  版 

校内外に出版を頒布する場合は、その原稿を指導部に届け出て、学校長の許可を受ける。 

５ 掲  示 

掲示を必要とする場合も前項に準ずる。ただし、校内の平常の生徒会関係のものは含まない。 

６ 募  金 

目的、方法、金額等を関係教師を通じて指導部に届け出て、学校長の許可を受ける。 

７ 外部の会合等 

同窓会、アルバイト、旅行等に参加する者は、規定の様式で届け出て承認を受ける。特に旅行は、

保護者の承認を得、責任ある者が同行するようにする。ただし、冬山登山は危険を伴うので自粛す

る。 

８ 休業日等の登校 

⑴ 貴重品をはじめ、所持品の管理に十分注意する。 
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⑵ 課外、部活動等に参加するときは、顧問・担当教師の指導のもとに行う。 

⑶ 火災防止のため、ストーブの使用はできない。 

⑷ 帰る時は使用した室の清掃、整頓に留意し、窓、扉等は忘れずにしめる。 

⑸ 下校時刻は５時である。特に必要があれば顧問教師の指導のもとに延長ができる。 

⑹ 合宿する生徒は「合宿所使用規定」を再確認し、合宿日誌にその状況を記入する。 

９ 証明書 

⑴ 学校で発行する証明書は次のものとする。 

① 在学証明書 

② 身分証明書 

③ 通学証明書 

④ 卒業証明書 

⑤ 卒業見込証明書 

⑥ 調査書 

⑦ 修了証明書 

⑵ 証明書を受けるときは規定の用紙を事務室で受け取り申し込む。（調査書は除く） 

⑶ その他 

① 証明書は本人に対してのみ交付する。 

② 証明書の発行は土曜、日曜、休日等を除く。また、即時発行も支障のあることがあるから、

前もって申し込むこと。 

③ 証明書を紛失した場合は直ちにその旨届け出る。 

10 校舎施設使用 

⑴ 机、椅子他備品の移動は許可を受ける。 

⑵ 所定外の場所は遊戯に使わない。 

⑶ 校舎、施設、備品の破損、汚損は届け出る。 

11 気象警報発令時等の心得 

⑴ 通常の登校の時点で、気象警報が発令されているときは、次のとおりとする。 

① 以下のいずれかに該当する場合は、自宅で待機する。 

ア 通常の登校手段及び代替の登校手段の確保が不可能で、登校が困難である。 

イ 登校または下校途中の安全の確保が困難であると予測される。 

② 上記以外の者は、安全に留意して登校する。 

⑵ 気象警報が解除された場合、引き続き登校が困難な者以外は、安全に留意して登校する。 

⑶ 学校に登校してから警報が発令された場合は、協議のうえ、指示する。 

【確認事項】 

⑴ 気象警報発令時等の心得について、生徒に周知徹底を図る。 

⑵ 気象警報発令時の学校の日課等については、マチコミメールにて通知する。 

⑶ 学校への電話による問い合わせは原則として行わない。 

⑷ 気象警報発令時等の心得の⑴①に該当する生徒は、後日の申し出により公欠扱いとする。 

 

12 交通機関の不通時の心得 

⑴ 通常の登校の時点で、利用している路線が運行停止され、代替手段がない場合は自宅待機とす

る。 

⑵ 運行停止が解除された場合は速やかに登校する。 

 


